	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


　       


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　１２月　11日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　藤田　タイ子　　記録者　貝吹　唯　　
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する事。

＜連絡事項＞

・クリスマス会ともちつき大会の料金について、通帳の有無のリストを参考に家族連絡をお願いします。（受け持ちスタッフ）

・節約委員会～電話代、コピー代、暖房、水道、電気料金等の使用量をさげるにはどうしたら良いか？カンファで話し合って下さいとの事でした。

電話代（以前）→オムツの依頼の為に電話を使用していた。

　　　　　　　　　　（今後）→面会時に在庫を確認し、後何日位でオムツの在庫がなくなるか御家族に伝え持って来てもらうようにする。　　　　　　

＜患者様情報＞

・山内　公博様～外城栄養士より→腎機能値に異常があり本日から食事形態の変更を検討していましたが、変更することにより、不足分のカロリーを補おうとすると、油、糖質のアップとなる。しかし、他の数値にも異常がある事から、主治医と相談した結果、このまま常食、常菜とし、今後の検査結果を見ながら食事の方は対応して行くとの事です。

　　　　　　　　20時に軟膏塗布していましたが、本人痒みよくなってきたとの事で、16時でいいとの事です。

・北山　和子様～12/12の朝から処方となっています。

ミヤBM　（整腸剤）3.0ｇ　3×ｎｄE/4T　

　　　　　　　　センナリド（下剤）は来週定期より2T→1Tへ減薬となっています。

　　　　　　　　その間は適宜止めや、（緑用紙で処理）様子みてとの事でした。

感昌症状（-）PＬ散（総合感冒薬）、　クラビット（抗菌剤）止めとなっています。

・中村　英男様～12/12の夕から処方となっています。

　　　　　　　　アレグラ（60）1T 　1×夕食後　/5T　　　　　　　　

下肢湿疹改善みられてきている事から2T→1Tへ減薬となっています。

　　　　　　　　今後の皮膚状態観察していきましょう。

・木村　敏様～AZ点眼　1本処方となっています。

・木ノ下　ツヨ様～12/11の夕から処方となっています。

　　　　　　　　　ベスタミオン（糖尿病用剤）　1.5T　3×食直前/5T　

　　　　　　　　　12/15からデキスターチェック8時～20時（6回）の指示となっています。　→各勤務帯での身体症状（低血糖症状）、食事摂取量など観察していきましょう。

・峰田　満男様～12/10の問診時、「お茶のんでいいですか？（トロミなしで）」とDrに聞いており、「いいですよ」と言ってしまいました。「お茶のんでいいと言われたからくれ」と要求があった際は、むせ込みがある為、茶寒天での対応行うという事を説明して下さい。　

　　　　　　　　　また、菓子要求もあり。食事の際のむせこみもあるため、正しい説明をして理解して頂きましょう。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

＜勉強会＞

【アサ－ティブスキルの理解と活用】

1、アサーティブネスとは？

· 自己主張・自己表現を上手く表現する。

2、アサーションはどんな時必要？

· 自分もOK、相手もOK

3、アサーティブでないコミュニケーション

1 攻撃的タイプ→自分の事だけ考えて、他者へくってかかる。一方的に主張する。

2 隠れ攻撃的（他者をコントロールして）→相手を責めたりしないが、結果としてしっ　　　かり仕返しをする。何気なく嫌味を言ったりする。

3 非主張型タイプ（他者優先、自己犠牲的）→曖昧な言い方をする。相手に対し不満を持ったりする。

4、アサーティブネススキルのポイント

1 自分や相手の隠れた気持ちや、要求に気づく。→困ったな、嫌だな、など。

2 その気持ちや要求を「あなたは・・」ではなく「私は・・」という形で表現する。

→「私はこう思ってます」と表現出来るように。

3 受身でいたり、攻撃が伴うような感情ではなく、相手の気持ちを尊重しつつ、感情中立的に率直に粘り強く。→感情をそのまま言うのではなく、私もOK、相手もOKとなるように。

4 相手に自分が認められるように言うのではなく、自分を信じる為に相手に感謝する為に言う。→自分が感情を伝えられた事に価値を置くなど。







